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– 看護職員募集看護職員募集
あなたの支えは何ですか？ 私たちの支えは、「あなた」です。あなたの支えは何ですか？ 私たちの支えは、「あなた」です。

オンデマンド研修
院外研修
JCHOグループ研修

オンデマンド研修
院外研修
JCHOグループ研修

継続教育
新人看護職員卒後
　　　　臨床研修制度
プリセプターシップ制

卒後教育

選考日　随時選考日　随時
※詳細はURLをご覧ください。
　病院見学は、随時受け付けております。
※詳細はURLをご覧ください。
　病院見学は、随時受け付けております。

院内保育所「ひまわり」

JCHO福井勝山総合病院
独立行政法人地域医療機能推進機構

［総務企画課］

短時間勤務（非常勤雇用）も
可能です！ご相談下さい！

「きみのためには
だれも泣かない」

「ぼくらは壁を
飛びこえて」

～サーカスでつながる
人種・民族・宗教～

「稀代の本屋
蔦屋重三郎」

梨屋　アリエ／著
ポプラ社

シンシア・レヴィンソン／著
文溪堂

増田　晶文／著
草思社

中1の松木鈴理は、高校生の近藤彗を運命
の人だと思った。彼には湯川夏海という
可愛い想い人がいるらしいが彼女はいま、
恋愛より親友の野上未莉亜が心配でたま
らない。山西達之と付き合い始めてから
の変化に嫌な予感がして。高校生7人+中
学生3人、真剣な想いに共感する青春物語。

今や、世界的な人気をほこるエンターテ
インメントとして認められたサーカス。
その中で黒人、白人、ユダヤ人、アラブ
人の子ども達がお互いの違いを認めなが
らも協力し、様々な「壁」をのりこえ成
長していく様子を描いた感動のノンフィ
クション。

山東京伝や恋川春町らの黄表紙で江戸を
沸かせ、天才・歌麿の才能を磨き上げ、
怪物・写楽を産み出した江戸後期の稀代
のベストセラー仕掛け人・蔦屋重三郎を
主人公に、時代を見事に活写した傑作評
伝小説。現在の出版界に通じる先鋭な発
想、創造に賭ける情熱が全篇に溢れる。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書
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■
各
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催

　

日
常
生
活
道
具
を
素
材
に
し
て
、
そ

の
年
の
干
支
や
吉
祥
に
ち
な
ん
だ
も
の

を
形
づ
く
る
「
作
り
物
」
と
、
風
刺
の

効
い
た
川
柳
に
絵
を
添
え
て
楽
し
ま
せ

る
「
行
燈
」。
両
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が

25
日
に
行
わ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

ど
ち
ら
も
芳
野
区
の
作
品
が
勝
山
市
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
日
に
行
わ
れ
た
子
ど
も
ば

や
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
沢
区
が
初
の

勝
山
市
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

※ 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
は
前
ペ
ー
ジ
参
照

各コンクールの勝山
市長賞

子どもばやし（沢区）

行燈（芳野区）

御神火送り御神火送り 御神体御神体

作り物（芳野区）
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■
約
11
万
人
が
浮
か
れ
る

　

２
月
25
日
・
26
日
に
奥
越
に
春

を
呼
ぶ
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
始
ま
り
を
告
げ
る
一

番
太
鼓
が
行
わ
れ
た
上
長
渕
区

櫓や
ぐ
らに
は
多
く
の
市
民
・
観
光
客
・

カ
メ
ラ
マ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

25
日
の
日
中
は
晴
天
と
な
り
ま

し
た
が
、
夕
方
よ
り
雨
模
様
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
26
日
の
日
中

も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
汗
ば
む
陽
気

と
な
り
大
勢
の
方
が
ま
つ
り
に
訪

れ
、
２
日
間
合
計
で
昨
年
よ
り
1

万
人
多
い
約
11
万
人
の
人
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

残
雪
の
山
々
を
背
景
に
色
鮮
や

か
な
短
冊
が
風
に
な
び
き
、
春
の

訪
れ
を
願
う
浮
か
れ
太
鼓
や
お
は

や
し
を
、
櫓や
ぐ
らの
上
で
演
ず
る
人
も

櫓や
ぐ
らの
下
で
見
る
人
も
誰
も
が
に
こ

や
か
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

勝山左義長まつり
開 催

一番太鼓（上長渕区）一番太鼓（上長渕区）

各コンクールの結果一覧
地区名 第64回　作り物コンクール 第33回　行燈コンクール 第47回　子どもばやしコンクール

上 長 渕 区 ― 中日新聞社賞 ―
下 長 渕 区 奨励賞 奨励賞 勝山商工会議所会頭賞
富 田 区 奨励賞 勝山市議会議長賞 ―
芳 野 区 勝山市長賞 勝山市長賞 勝山市議会議長賞
沢 区 奨励賞 奨励賞 勝山市長賞
元町2丁目区 福井テレビ賞 かつやま観光協会会長賞 ―
立 川 区 勝山地区区長会長賞 奨励賞 勝山左義長ばやし保存会長賞
上 郡 区 勝山商工会議所会頭賞 勝山白絹番傘川柳会会長賞 勝山地区区長会会長賞
上 後 区 奨励賞 奨励賞 福井テレビ賞
中 後 区 奨励賞 勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 福井新聞社賞
上 袋 田 区 勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 奨励賞 かつやま観光協会会長賞
下 袋 田 区 奨励賞 奨励賞 ―
下 後 区 福井新聞社賞 奨励賞 勝山市子ども会育成連絡協議会長賞

春を呼ぶ奇祭
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■
ど
ん
ど
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

2
日
間
の
ま
つ
り
を
締
め
く
く

る
ど
ん
ど
焼
き
が
弁
天
緑
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
午
後
9
時
、
神
明
神
社
で

採
火
さ
れ
た
御
神
火
に
よ
っ
て
14

の
御
神
体
に
一
斉
に
火
が
放
た
れ

る
と
、
高
く
燃
え
上
が
る
炎
は
夜

空
を
焦
が
し
、
会
場
に
訪
れ
た

人
々
は
、
五
穀
豊
穣
と
鎮
火
（
ひ

し
ず
め
）
を
祈
願
し
ま
し
た
。
奥

越
に
も
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
ま

す
。

勝
山
左
義
長
文
化
シン
ポ
ジ
ウ
ム
に
市
民
4
0
0
人
が
参
加

　

左
義
長
ま
つ
り
前
夜
の
24
日
に

市
民
会
館
で
見
出
し
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
「
勝
山
左
義
長
の
魅

力
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
井

テ
レ
ビ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
松

枝
隆
一
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
勝
山
市
史
編
さ
ん
室
の
山
田

雄
造
氏
、
鳥
取
大
学
准
教
授
の
高

橋
健
司
氏
、
左
義
長
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
丸
屋
仁
志
氏
、
左
義
長

ば
や
し
保
存
会
の
桝
家
淳
一
郎

氏
、
奄
美
島
唄
奏
者
の
川
畑
さ
お

り
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も

や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
楽
し
め
る

よ
う
ま
つ
り
を
維
持
し
て
い
く
、

ま
た
様
々
な
文
化
を
認
め
合
い
お

互
い
の
絆
を
深
め
な
が
ら
後
世
に

文
化
を
繋
げ
て
ほ
し
い
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
奄
美
の
歌
姫
川

畑
さ
お
り
氏
、
高
校
生
の
界
（
さ

か
い
）
眞
子
氏
、
中
学
生
の
嘉
村

美
里
氏
、
喜
界
町
生
涯
学
習
課
の

岩
松
利
和
氏
に
よ
る
奄
美
島
唄
の

ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
川
畑
さ
ん
が
会
場
の

お
客
さ
ま
と
振
り
付
け
を
行
い
歌

う
曲
目
も
あ
り
、
そ
こ
に
い
る
人

皆
が
奄
美
の
島
唄
に
引
き
込
ま

れ
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

シンポジウムの様子

奄美島唄ステージ 奄美の歌姫　川畑さおり氏
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お
囃
子
が
春
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る

井
上　

信
子

大
阪
府
高
石
市

ふ
る
さ
と
の
心
ひ
と
つ
に
す
る
祭
り

中
川　
　

潔

福
井
県
福
井
市

鯉
と
恋
ど
ち
ら
も
燃
え
た
カ
ー
プ
女
子

小
金
奈
緒
美

埼
玉
県
越
谷
市

勝
山
の
太
鼓
打
つ
子
の
い
い
笑
顔

金
子　

秀
重

岐
阜
県
岐
阜
市

ほ
っ
こ
り
と
辻
行
燈
へ
人
の
波

今
村　

久
栄

石
川
県
能
美
市

競
技
よ
り
激
し
い
バ
ト
ル
五
輪
前

伊
藤
よ
し
子

岩
手
県
盛
岡
市

見
る
人
の
笑
顔
引
き
出
す
絵
行
灯

清
水　

春
美

東
京
都
練
馬
区

都
知
事
選
見
え
た
女
性
の
底
力

瀬
尾　

恵
子

栃
木
県
大
田
原
市

ト
ラ
ン
プ
の
次
の
カ
ー
ド
を
待
つ
日
本

山
本　

榮
一

埼
玉
県
春
日
部
市

ト
ラ
ン
プ
氏
ト
ラ
ン
プ
よ
り
も
よ
く
キ
レ
る

植
松　

勇
人

静
岡
県
富
士
市

い
い
年
に
な
れ
よ
と
響
く
ふ
れ
太
鼓

梶
浦　

公
靖

東
京
都
豊
島
区

ポ
ケ
モ
ン
が
バ
カ
モ
ン
と
な
る
マ
ナ
ー
無
視

小
田
中
準
一

千
葉
県
市
川
市

婚
活
の
二
人
ド
ン
ド
で
馴
れ
初
め
に

井
内　

斐
子
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町

左
義
長
の
平
和
の
祈
り
宙
（
ソ
ラ
）
を
舞
う
山
田　

 
靜
枝

福
井
県
越
前
市

百
合
の
花
都
庁
に
凛
と
咲
い
て
い
る

藤
林　

郁
甫

北
海
道
札
幌
市

ワ
ン
カ
ッ
プ
程
の
幸
せ
年
金
日

海
老
原
順
子

茨
城
県
桜
川
市

家
族
に
は
駆
け
つ
け
介
護
と
い
う
任
務

改
発　

利
佳

神
奈
川
県
横
浜
市

神
っ
て
る
事
は
無
い
け
ど
日
に
一
歩

園
田　
　

浩

熊
本
県
熊
本
市

関
わ
り
は
な
い
が
都
知
事
へ
味
方
す
る

佐
渡
由
利
子
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町

四
島
に
取
り
付
く
島
が
無
い
日
本

松
川　
　

靖

埼
玉
県
鴻
巣
市

第５回勝山左義長まつり
絵行燈用「川柳」全国公募結果
　全国から寄せられた絵行燈用「川柳」3,350句から選
ばれた21句が絵行燈として絵付けされ、勝山左義長まつ
り期間中、ゆめおーれ勝山前に展示しました。入選作品
は以下のとおりです。

（順不同・敬称略）

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
大
盛
況
！

◆
県
内
外
か
ら
45
人
参
加

　

勝
山
商
工
会
議
所
主
催
の
「
勝

山
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

が
2
月
26
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ
、

芥
川
賞
作
家
の
辻
原
登
氏
を
は
じ

め
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千

葉
の
関
東
圏
、
大
阪
・
京
都
の
関

西
圏
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県

内
外
か
ら
45
人
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
市
民
ガ
イ
ド
や
地
元

区
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

各
櫓や
ぐ
らな
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

夜
は
左
義
長
ば
や
し
を
見
た
り

体
験
を
し
な
が
ら
「
勝
山
ふ
る
さ

と
ご
膳
」
を
味
わ
い
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
ど
ん
ど
焼
き
見
学
を
し
て
ま

つ
り
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　

今
回
で
２
回
目
の
参
加
で
す
。

ど
ん
ど
焼
き
の
荘
厳
さ
が
忘
れ
ら

れ
な
く
て
ま
た
参
加
し
ま
し
た
。

旅
仲
間
を
連
れ
て
ま
た
左
義
長
ま

つ
り
に
ぜ
ひ
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
在
住68

歳
男
性
）

　

初
め
て
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

赤
襦
袢
ま
で
着
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
辻
原
登
先
生
に
は
、
ぜ
ひ
勝

山
左
義
長
を
題
材
と
し
た
恋
愛
小

説
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

ま
つ
り
が
日
本
中
に
知
れ
わ
た
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

（
大
阪
市
枚
方
市
在
住

46
歳
女
性
）

椎
名
誠
賞　
「
雪
山
に
色
短
冊
が
映
え
る
街
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
山　

す
み
江
（
神
奈
川
県　

川
崎
市
）
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ウォーキングの効果を実感

　5月22日～ 11月13日の176日間で実施した「健康チャレンジ」
は、1日30分以上のウォーキングで1ポイント、各種健康づくり
事業への参加でボーナスポイントを集め、100ポイント達成を
めざす事業で、今年度は大人421人、子ども14人の合計435人
が参加しました。また、「健康チャレンジ」開始前と終了後に行った体力測定の結果から分かったウォーキン
グの効果について、講演会を開催しましたのでその内容についてご紹介します。

あ
な
た
は
も
っ
と
健
康
に
な
れ
る

あ
な
た
は
も
っ
と
健
康
に
な
れ
る

　
　
　
　

〜
そ
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
〜

　
　
　
　

〜
そ
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
〜

と　

き
▼
１
月
22
日　

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

　
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
前
後
の

体
力
測
定
の
結
果
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
継
続
す
る
こ
と
で
次
の
よ
う

な
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

• 

膝
の
筋
力
と
体
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
の
向
上

• 

股
関
節
の
可
動
域
が
広

が
っ
た
（
転
倒
予
防
に
つ

な
が
る
）

• 

女
性
は
歩
行
速
度
が
速
く

な
っ
た

　

人
の
体
は
外
部
の
環
境
に

適
応
し
よ
う
と
す
る
た
め
、

使
え
ば
使
う
ほ
ど
強
く
な
り

ま
す
。
逆
に
使
う
必
要
が
な

い
と
判
断
す
る
と
、
ど
ん
ど

ん
弱
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
原
則
は
生
ま
れ
て
か
ら

死
ぬ
ま
で
変
わ
ら
ず
、
年
を

重
ね
て
も
運
動
を
す
れ
ば
体

は
必
ず
強
く
な
り
ま
す
。
い

つ
運
動
を
始
め
て
も
遅
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
運
動
は

薬
と
世
界
的
に
言
わ
れ
て
い
る
く

ら
い
で
す
。

　

健
康
の
た
め
の
運
動
と
し
て
、

次
の
『
健
康
の
た
め
の
運
動
処
方

箋
』
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。
運
動
を
す
る
際
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
楽
し
く
頑
張
り
す
ぎ
な

い
事
で
す
。
頑
張
り
す
ぎ
ず
楽
し

く
で
き
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
く

だ
さ
い
。

講師：山次俊介准教授
（福井大学医学部形態
機能医科学講座）健康のための運動処方箋

年齢層 目　的 処方箋

幼少期 運動を好きになる
様々な動きを覚える

•毎日60分以上の外遊び
•様々な運動にチャレンジ

青年期 体力を全面的に向上
して貯金する •“つらい”と感じる運動

成人～
壮年期 メタボ予防

• 息がはずむ程度の運動や活
動でエネルギーを消費
※つらい運動は上級者のみ

高齢期 ロコモ*1予防
フレイル*2予防

•歩き続けられる足腰を維持
•転ばない動作を身につける
•脳の若さを保つ

最高ポイント達成者表彰最高ポイント達成者表彰

健康チャレンジ健康チャレンジ
100ポイント達成者抽選会開催100ポイント達成者抽選会開催

　今回の参加者の中で、期間中、ウォーキング
のみで最高ポイントを達成された方4人と、
ウォーキングとボーナスポイントで最高ポイン
トを達成された方1人に市長から表彰状が授与
されました。（敬称略・順不同）
最 高ポイント達成者▶（ウォーキングのみ）飯
田利夫=滝波町2=、藤澤美年子=芳野町2=、
森口絹子=村岡町浄土寺=、山場太郎=栄町
3=（ウォーキング＋ボーナスポイント）飯田
すさ子=鹿谷町本郷=

　講演会終了後、健康チャレンジの100ポイン
ト達成者抽選会を開催しました。118人の方が
100ポイントを達成し、抽選会には82人の方が
参加され、商品券やお肉などの豪華賞品が38人
の方に贈呈されました。

＊1…運動器の障害により移動機能の低下をきたした状態
＊2…年齢に伴って筋力や心身の活力が低下した状態

抽選会の様子 表彰の様子（左：飯田利夫さん、右：飯田すさ子さん）

問　健康長寿課（すこやか内）☎87－0888

「健康チャレンジ」講演会を開催「健康チャレンジ」講演会を開催
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ふるさと納税 1,806万3千円（443件）
（H28.3 ～ H29.2受付分）

リ・ボーン作戦 836万2,073円（509件）
（H29.2末現在）

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、
平
成
29
年
度
に
実
施
す
る

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
、
国
民
体
育
大
会
選
手
強
化
事

業
、
エ
コ
環
境
都
市
推
進
事
業
、

母
子
保
健
事
業
、
白
山
平
泉
寺
の

観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業
、
観
光
の
ま

ち
推
進
事
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
お
名
前
の
公

表
を
承
諾
さ
れ
た
方
で
、
３
万
円

以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
て
の

方
の
お
名
前
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
よ
り
ご
寄
附
を
募

り
、
今
年
１
月
末
を
も
ち
ま
し
て

受
付
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
３
０
７
件
、
５

３
７
万
１
０
７
３
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
勝
山
市
に
縁

の
あ
る
福
岡
県
在
住
の
お
二
人
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
の
ご
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
市
内
・
市
外

問
わ
ず
、
多
く
の
方
々
の
ご
厚
情

を
賜
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
方
の
お
名
前
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ザ
ウ
ル
ス
設
置
広
場
に
掲
示
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。（
公
表

に
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
）

　
「
株
式
会
社 

旅
行
出
版
社
」
様

（
大
阪
府
）、「
株
式
会
社
ク
イ
ッ

ク
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
様
（
東
京
都
）

よ
り
ご
寄
附
の
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

ふ
る
さ
と
納
税

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

「
ホ
ワ
イ
ト
ザ
ウ
ル
ス
復
活

リ
・
ボ
ー
ン
作
戦
」

〝
勝
山
市
ま
ち
な
か

誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
〞

　
　

に
か
か
る
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
を
募
集
し
ま
す

　

勝
山
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
方
へ
贈
呈
す
る
返
礼
品
の
提

供
・
発
送
に
協
賛
い
た
だ
け
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対 

象
事
業
者
▼
市
内
に
事
業
所
ま

た
は
事
務
所
を
有
す
る
法
人
そ

の
他
の
団
体
ま
た
は
個
人

返 

礼
品
▼
本
市
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
、
市
内
で
地
元
事
業
者
が
製

造
、
加
工
、
採
取
、
栽
培
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
し
て
い
る

も
の
（
複
数
商
品
を
組
み
合
わ

せ
て
地
元
事
業
者
が
自
ら
の
商

品
と
し
て
販
売
す
る
も
の
も
可

能
）

返 

礼
品
の
価
格
▼
４
千
円
相
当
以

上
、
８
千
円
相
当
以
上
（
消
費

税
・
送
料
含
む
）
の
２
種
類

※ 

返
礼
品
の
代
金
は
市
が
定
額
で

負
担
し
ま
す

申 

請
方
法
▼
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

は
左
記
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
で
き
ま
す

第
１
次
申
請
期
限
▼
4
月
10
日
㈪

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
） 

☎
88
‐
１
１
１
５

　

E-m
ail

：rune@
city.

katsuyam
a.lg.jp

「ふるさと納税」寄付者一覧（受付順）
氏　名 住　所 金　額

山　川　凉　子 様 大阪府 お名前のみ公表
久　保　江　理 様 石川県 お名前のみ公表
竹　内　　　誠 様 － お名前のみ公表
浅　野　裕　幸 様 埼玉県 お名前のみ公表
龍　　　倫之助 様 東京都 お名前のみ公表
中　尾　　　彬 様 東京都 10万円
金　森　茂　治 様 － お名前のみ公表
三　谷　清　子 様 － お名前のみ公表
太　田　　　諒 様 福井市 ３万円
森　内　俊　司 様 － お名前のみ公表
山　口　正　孝 様 愛知県 100万円
山　内　陽　子 様 福井市 20万円
牧　野　俊　行 様 坂井市 5万円
三　屋　清　栄 様 石川県 10万円
中　下　正　巳 様 奈良県 お名前のみ公表
㈱ 豊 栄 観 光 様 勝山市 100万円
牧　下　昭　夫 様 茨城県 お名前のみ公表
勝　見　健　二 様 京都府 10万円
皿　澤　康　孝 様 東京都 お名前のみ公表
皿　澤　朝　子 様 東京都 お名前のみ公表
皿　澤　康　志 様 東京都 お名前のみ公表
皿　澤　ゆかり 様 東京都 お名前のみ公表
皿　澤　宏　章 様 東京都 お名前のみ公表
皿　澤　千枝美 様 東京都 お名前のみ公表
山　岸　幸　江 様 千葉県 10万円
吉　田　数　子 様 大阪府 お名前のみ公表
西　野　　　隆 様 石川県 10万円
佐　野　幸　男 様 － 5万円
国　村　　　守 様 石川県 3万円
廣　田　政　治 様 大阪府 お名前のみ公表
近　藤　義　親 様 大阪府 5万円
龍　　　信之助 様 東京都 8万円
宇　野　文　男 様 三重県 3万円
山　内　高　嘉 様 東京都 3万円
岸　下　武　雄 様 神奈川県 お名前のみ公表
米　脇　さとみ 様 富山県 お名前のみ公表
山　岸　吉　則 様 兵庫県 お名前のみ公表
湯　屋　基　生 様 神奈川県 お名前のみ公表
細　野　　　治 様 群馬県 20万円
安　居　早　苗 様 京都府 30万円
森　瀬　博　信 様 東京都 60万円
長谷川　秀　夫 様 東京都 5万円
建国記念奉祝者御一同 様 勝山市 4万円

※県の共同窓口を通じた寄付を含みます

たくさんの応援をたくさんの応援を
ありがとうございますありがとうございます
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平成29年度農作業標準料金

●農業機械・施設等作業料金（稲作の場合でオペレーター代込み※補助員は別途）

●農業機械・施設等作業料金（転作の場合でオペレーター代込み）

農作業標準賃金（1日8時間、一般作業）

9,396～10,476円

オペレーター標準賃金 同補助オペレーター標準賃金
1時間 2,659円 1時間 1,930円

1日　21,276円 1日　15,444円

○農作業標準料金は、圃場整備した30a程度の田で試算してあります
○各作業料金は、あくまでも目安ですので当事者間で話し合いの上で決定してください
　※圃場の立地条件や整備状況（傾斜状況・区画の大小）などに左右されるため
○賃金および料金はすべて消費税込みの金額です

作　業　区　分 単　位 料　金 備　　　　考

耕　起
ロ ー タ リ ー 耕 10アール 6,912円 1回当たり
パワーディスク耕 10アール 4,212円 1回当たり

荒がき ロ ー タ リ ー 耕 10アール 3,996円 1回当たり
代 　 か 　 き 10アール 6,912円 2回がけ
田 　 植 10アール 7,776円 苗、肥料、除草剤は別途
収 　 穫 10アール 16,632円 もみ運搬は別途
乾 　 燥 60kg 1,134円
も み す り（ 粗 玄 米 ） 60kg 540円 補助員１人含む。石抜・色彩選別機は別途
防 　 除 10アール 410円 背負式動力散粉機使用1回当たり
水稲種子コーティング 10アール 6,264円
直 播 作 業 10アール 6,372円

作業区分 大　　麦 そ　　ば 大　　豆 備　　　考

耕起・播種 6,696円 5,832円 種子代は別途

収　　 穫 12,204円 11,232円 もみ運搬は別途

溝 掘 り 4,104円 ロータリートレンチャー
標準延長200ｍ

培　　 土 ――― 4,320円 ロータリーカルチ

防　　 除 291円 １回当たり

参考：畦畔草刈作業　1,404円/時（草刈機持ち込み、損料・燃料含む）

決定！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
地
の

情
報
を
公
表
し
て
い
ま
す

農
地
に
関
す
る
相
談
・

手
続
き
は
こ
ち
ら

　

全
国
農
地
ナ
ビ
は
、
農
業
委
員
会
な
ど
が

整
備
し
て
い
る
農
地
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
表
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

こ
れ
は
、
だ
れ
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
地
図
で
、
農
地
の
所
在
、
意
向
、
農
地
の

貸
し
借
り
の
状
況
な
ど
の
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
農
地
の
利

用
促
進
、
集
積
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
地
台
帳
の
情
報
を
充
実
し
て
い

く
た
め
の
利
用
状
況
調
査
や
意
向
調
査
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

農
地
に
関
す
る
相
談
、
転
用
に
つ
い
て
の

手
続
き
、
無
断
転
用
の
連
絡
・
相
談

　

問　

農
業
委
員
会
事
務
局☎

88
‐
８
１
１
５

●
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

　

問　
（
公
財
）
勝
山
市
農
業
公
社

☎
88
‐
５
５
２
０

全国農地ナビ
(https://www.

alis-ac.jp)
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農業委員会
だより

農業者年金で生涯所得の確保を！農業者年金で生涯所得の確保を！

農業者年金の特徴農業者年金の特徴

か
つ
や
ま〝
地
の
も
ん
〞推
進
店
に

新
た
に
１
店
舗
が
加
わ
り
ま
す
！

〈
平
成
28
年
度
新
規
認
定
店
〉

新
縄
文
の
里
料
理
研
究
会
（
遅
羽
町
）

☎
88
‐
０
３
６
４
（
遅
羽
公
民
館
内
）

　

勝
山
産
の
も
ち
米
・
黒
米
・
き
び
・
あ
わ
・

エ
ゴ
マ
な
ど
を
利
用

し
て
「
縄
文
か
き
も

ち
」「
縄
文
ぼ
た
も

ち
」「
と
ぼ
も
ち
」

な
ど
勝
山
の
逸
品
を

つ
く
り
、
勝
山
サ
ン

プ
ラ
ザ
の
太
陽
市
、

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
、

水
芭
蕉
、
き
た
だ
に

村
、
白
山
亭
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

あなたの老後生活への備えは十分ですか？
年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。

か
つ
や
ま
〞
地
の
も
ん
〞
推
進
店
と
は

　

お
お
む
ね
年
間
を
通
し
て
市
内
で
生

産
・
収
穫
・
漁
獲
・
養
殖
さ
れ
た
も
の

を
販
売
、
ま
た
は
料
理
と
し
て
提
供
し

て
い
る
お
店
で
す
。
市
内
に
40
店
舗
あ

り
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

１　農業に従事されている方は誰でも加入できます
　60歳未満の国民年金第1号保険者で、年間60日以上農業に従事する方なら加入できます。
　配偶者や後継者など家族農業従事者も加入できます。

２　保険料は自分で選べ、いつでも見直しができます
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、月額2万～ 6万7,000円の間で、1,000円単位で保険料を
設定できます。経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

３　税制面で大きな優遇措置があります
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税（支払った保険料の
15～ 30％程度）になります。また、農業者年金基金が運用して得られる運用益も非課税となり、将
来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。

４　少子高齢化に強い年金
　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出年金型）」
の年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

５　死亡一時金のある終身年金です
　原則65歳から生涯年金を受け取ることができます。仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳まで
に受取予定の年金の現在価値相当額を、ご遺族に「死亡一時金」として支給されます。

お申し込みはこちら！

申・問　農業委員会事務局（市役所1階）☎88－8115
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I have been looking forward to
 the Katsuyama Sagicho Festival !

Since it became winter, I have been looking forward 
to the Katsuyama Sagicho Festival!
On Sunday, many of the other ALTs from different 
places in Fukui were able to come to Katsuyama City. 
It was a very special day because it was some 
people's fi rst time going to a Japanese festival. We 
enjoyed the traditional performances from the 
yaguras as well as the dondoyaki. 
We were also able to go on top of a yagura and hit 
the taiko which was very fun. 
I am very happy to have experienced many new things at Sagicho Festival.

　冬になってから、勝山左義長まつりをずっと楽しみにしていました！
　日曜日は福井県の色んな場所に派遣されていたALTの方々も勝山に来ていました。初めて日本のお祭りに行く人
もいて特別な日になりました。皆んなで櫓

やぐら
からの左義長ばやしやどんど焼きを満喫しました。櫓

やぐら
に上がって太鼓を

打つ体験もできてとても楽しかったです。
　左義長まつりでは新しいことをたくさん経験できて良かったです。

問　未来創造課（市役所２階）　☎88－1115

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

勝
山
市
の
小
中
学
校
で
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教

科
書
を
使
っ
て
教
室
で
学
ぶ
こ
と
も
大

事
で
す
が
、
実
際
の
も
の
に
触
れ
、
屋

外
で
の
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
と

て
も
大
切
で
す
。
今
年
度
は
９
〜
11
月

に
か
け
て
、
成
器
南
小
学
校
、
成
器
西

小
学
校
、
三
室
小
学
校
、
村
岡
小
学
校
、

野
向
小
学
校
、
鹿
谷
小
学
校
、
勝
山
北

部
中
学
校
で
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
５
、
６
年
生
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
」、「
大
地

の
つ
く
り
と
変
化
」
に
つ
い
て
学
ぶ
授

業
が
あ
り
ま
す
。
勝
山
を
流
れ
る
九
頭

竜
川
や
そ
の
他
の
支
流
で
実
際
の
川
の

様
子
を
見
た
り
、
恐
竜
化
石
の
発
掘
現

場
を
見
学
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
恐

竜
化
石
が
実
際
に
見
つ
か
っ
た
地
層
を

見
学
に
行
け
る
授
業
は
、
他
の
地
域
に

住
ん
で
い
て
は
な
か
な
か
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
中
学
校
で
は
、
火

山
や
地
震
、
地
層
に
つ
い
て

の
授
業
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
勝
山
に
あ
っ
た
火
山
の
痕

跡
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
地

層
や
石
に
つ
い
て
学
べ
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
や
文
化
、

植
物
な
ど
幅
広
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
，
北
谷
町

谷
に
あ
る
伊
良
神
社
。
こ
こ
は
一
向
一

揆
の
時
に
一
向
宗
徒
が
立
て
こ
も
っ
た

城
「
谷
城
」
の
跡
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
伊
良
神
社
で
は
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ケ
ヤ
キ
の
群

生
が
見
ら
れ
ま
す
。
学
校
で
の
別
の
授

業
で
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
ケ
ヤ

キ
の
落
ち
葉
を
観
察
し
た
り
、
植
物
の

紅
葉
・
落
葉
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
樹

齢
を
推
定
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

伊
良
神
社
か
ら
石
畳
道
を
下
る
と
不
動

滝
が
あ
り
ま
す
。
不
動
滝
で
見
ら
れ
る

地
層
は
、
恐
竜
化
石
が
見
つ
か
る
手
取

層
群
の
地
層
で
す
。

　

地
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
触
れ
、

体
験
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

べ
る
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
で
す
。
来

年
度
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通

し
て
、
勝
山
の
魅
力
、
自
然
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第22回－　ジオパーク学習－第22回－　ジオパーク学習

野外恐竜博物館で地層を観察する様子

浮き太鼓に初めてチャレンジ！
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■学生納付特例制度（学特）とは
　学生で本人の前年所得が基準以下の場合、申
請により在学期間中の保険料納付が猶予（先送
り）される制度です。
　本制度を受けた期間は受給資格期間に算入さ
れるため、老齢基礎年金やいざというときの障
害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格を得るこ
とができます。

■平成29年度分の学特の受付が始まります
　4月より平成29年度（平成29年4月～平30年
3月）の学生納付特例の申請受付が始まります。
申 請に必要な物▶年金手帳（お持ちの方）、印鑑、
学生証のコピー（有効期限記載面まで）また
は在学証明書（原本）
申請場所▶市民課または福井年金事務所
そ の他▶過去２年（申請月の２年１か月前の月
分）までさかのぼって申請ができます

■ 平成28年度に学生納付特例制度を受けている方
　日本年金機構より、学生納付特例制度更新ハ
ガキが4月上旬頃に郵送されます。必要事項ご記
入の上、期限までにポストへ投函してください。
また、平成29年2月中旬以降に保険料の納付猶
予が承認された方についてはハガキの郵送時期
が5月以降となりますが、この場合は更新のハガ
キを待たずに、4月中に前もって新年度分の申請
用紙を提出していただいても構いません。
※ 在学期間などの変更がある方など、新たに申
請が必要な場合があります

年
金

学生納付特例の申請をお忘れなく！学生納付特例の申請をお忘れなく！20歳以上の20歳以上の
学生の方へ学生の方へ

　老齢基礎年金の金額を計算するときに、保険料の納
付免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、保険
料を全額納付した場合と比べて年金額が低くなります。
　10年以内であれば保険料を納付（追納）し、老齢
基礎年金額を増やすことができます。
　追納にはお申し込みが必要ですので、下記までお
問い合わせください。

過去に学制納付特例制度を受けた方

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102　　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
き
っ
か
け
に
タ
バ
コ
規
制
が
強
化

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ

Ｃ
）
が
「
タ
バ
コ
の
な
い
五
輪
」
を

目
指
し
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
ま
で
の

五
輪
開
催
国
は
「
屋
内
全
面
禁
煙
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
煙
家
に
と
っ
て
は

ま
す
ま
す
肩
身
の
狭
い
時
代
に
な
り
そ

う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
タ
バ
コ
規
制
が
叫
ば
れ

る
の
は
、
タ
バ
コ
が
喫
煙
者
自
身
（
能

動
喫
煙
）
に
健
康
被
害
を
起
こ
す
の
は

も
ち
ろ
ん
、そ
の
周
囲
の
人（
受
動
喫
煙
）

に
も
健
康
被
害
を
お
よ
ぼ
す
か
ら
で

す
。
タ
バ
コ
が
原
因
あ
る
い
は
増
悪
因

子
と
な
る
病
気
は
、喉
頭
が
ん・肺
が
ん・

食
道
が
ん
な
ど
す
べ
て
の
が
ん
、
脳
梗

塞
・
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
血
管
の

閉
塞
す
る
病
気
や
高
血
圧
症
、
肺
気
腫・

慢
性
気
管
支
炎
・
喘
息
な
ど
の
慢
性
肺

疾
患
、
妊
娠
異
常
な
ど
キ
リ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

能
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
は
年
間
約

13
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
厚

生
労
働
省
の
研
究
班
は
昨
年
、
受
動
喫

煙
に
よ
る
死
亡
者
が
年
間
１
万
５
０
０

０
人
に
の
ぼ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
１

万
５
０
０
０
人
と
い
え
ば
、
１
年
間
に

交
通
事
故
で
死
亡
す
る
人
の
３
倍
以
上

で
、
肺
が
ん
や
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
が

主
で
す
が
、
受
動
喫
煙
を
原
因
と
す
る

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
の
死
者
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

愛
煙
家
は
「
タ
バ
コ
税
を
払
っ
て
い

る
か
ら
」
な
ど
と
喫
煙
を
正
当
化
し
が

ち
で
す
が
、
実
は
医
療
費
や
タ
バ
コ
の

火
の
不
始
末
に
よ
る
火
災
・
吸
い
殻
の

清
掃
に
か
か
る
費
用
な
ど
の
損
失
は
、

タ
バ
コ
販
売
で
あ
が
る
利
益
の
２
倍
以

上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
電
子
タ
バ
コ
や
加
熱
式
タ
バ

コ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
依
存

性
物
質
で
あ
る
ニ
コ
チ
ン
を
含
む
電
子

タ
バ
コ
も
あ
る
よ
う
で
す
し
、
加
熱
式

タ
バ
コ
は
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
な
い
だ

け
で
、ニ
コ
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
有
害
物
質
を
摂
取
す
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
喫
煙
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
う
病
気
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
治
療
の
対
象
と
な
っ
て
医
療
保
険
も

適
応
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
す
る
際
に

生
じ
る
ニ
コ
チ
ン
の
禁
断
症
状
を
和
ら

げ
る
薬
剤
が
開
発
さ
れ
、
楽
に
禁
煙
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
に
は
、
禁
煙
を
支
援
す
る
禁
煙

外
来
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ
を
や
め
た

い
方
、
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
に

な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
方
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や
で
も
禁
煙

外
来
が
あ
り
ま
す
。

問　

健
康
長
寿
課　

☎
87
‐
0
8
8
8

禁煙治療について JCHOJCHO-JCHO福井勝山総合病院
内科部長　小澤　眞二 ColumnColumn
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祝90万人突破！！！
■２月22日　めおーれ勝山

　はたや記念館ゆめおーれ勝山の来館者が累計90万
人を突破し、セレモニーを行いました。松文保育園
の５歳児16人とくす玉を開披し、園児から歌のプレ
ゼントがありました。

谷のお面さん祭り
■２月18日　谷区教会

　式の中では、高砂と羽衣が謡われ、会場は静寂の
中に厳かな雰囲気に包まれました。４面のお面の表
情から、今年も五穀豊穣との事でした。その後「お
ばの料理」に舌鼓をうち、芸も披露され終始和やか
でした。

滝波のお面さん祭り
■２月11日　滝波ふれあい会館

　３面のお面がご開帳され、訪れた人たちは、お面
の表情を眺めながら今年１年の健康や五穀豊穣を
祈っていました。

30周年を迎え盛大に
■２月1１日・12日　鹿谷公民館・小学校

　第30回鹿谷町雪まつりが開催されました。恒例の
雪像コンテストも行われ、今年のテーマ「恐竜パーク
in鹿谷」にあわせ、いろいろな恐竜たちが勢ぞろいし
ました。また、前夜祭では、夜空に1,400発の花火が
打ち上がりました

ニューマシン導入
■２月１日　ジオアリーナ

　全身を使って有酸素運動ができるリカンベント・ク
ロストレーナーがトレーニングルームに新しく設置さ
れました。ぜひご利用ください。

パブリックコメントを
募集しています。

　勝山市地域防災計画案・勝山市国民保護計
画案についてのご意見を募集しています。
閲 覧場所▶市役所（総務課）、市立図書館、
各公民館、市民交流センター
　また、市のホームページでもご覧いただ
けます。
提 出方法▶閲覧場所に備え付けてある意見記
入票にご意見などを記入し、総務課に提出
してください
応募締切▶４月７日㈮
問　総務課（市役所2階）☎88－1116
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勝高コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」勝高コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」

センター試験に本
校生徒81人が挑

戦しました。当日は悪
天候ながら、無事会場
に到着し、心落ち着か
せ試験に臨むことがで
きました。この後は前期、後期試験が待ち受けていま
す。体調を崩さず万全の状態で挑み、志望校に合格す
ることを願っています。
進路状況（3月1日現在）
国公立大16人（名古屋大1人、福井大5人、福井県
立大5人など）　私立大94人(関西学院大4人、関西
大学5人、同志社大3人、立命館大10人など)

スキー研修が2月
14日にスキー

ジャム勝山で行われ
ました。山頂がマイ
ナス15℃という気
候でしたが、勝山高
校「長山ゲレンデ」
で体育の時間に特訓した成果もあり、広いゲレンデで
のスキーを堪能した一日でした。

卒業式が３月２
日に本校にて

行われました。本
年度は132人がこ
の勝山高校から未
来へスタートを切
りました。今後の
皆さんのご活躍を心より期待しております。

部活動でも勝高の生徒が活躍しておりま
す。2月17日に長野県で行われた国民

体育大会冬季大会スキー競技会女子リレーで
は本校2年の黒田夏美さんが第2走で見事「8
位入賞」に貢献しました。
　また、全国高等学校選抜バトミントン大会
にも本校から出場します。「福井県の代表と
して、全国ベスト8を目指して２人でしっか
り戦ってきます！」（男子バトミントン部主
将　斎藤楓さん）

詳しくは勝高ホームページをご覧ください
http://www.fki-katsuyama-h.ed.jp/

「
第
２
恐
竜
博
物
館
」
を

「
第
２
恐
竜
博
物
館
」
を

勝
山
市
に
！

勝
山
市
に
！

　

勝
山
市
区
長
連
合
会
が

　

勝
山
市
区
長
連
合
会
が県へ

陳
情

県
へ
陳
情

あ
さ
ひ
公
園
に
恐
竜
が
出
現
！

あ
さ
ひ
公
園
に
恐
竜
が
出
現
！

新
し
い
遊
具
が
完
成

新
し
い
遊
具
が
完
成

　

２
月
20
日
、
勝
山
市
区
長
連
合
会
は
、

福
井
県
に
対
し
、県
が
計
画
し
て
い
る
「
福

井
県
立
第
２
恐
竜
博
物
館
」
の
勝
山
市
（
長

尾
山
総
合
公
園
内
）
に
お
け
る
整
備
を
求

め
る
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
会
の
杉
平
信
夫
会
長
、
大

久
保
満
副
会
長
、
佐
々
木
貞
夫
副
会
長
の

３
人
が
、
勝
山
市
内
す
べ
て
の
区
長
さ
ん

１
１
２
人
か
ら
署
名
・
押
印
い
た
だ
い
た

「
陳
情
書
」
を
西
川
一
誠
知
事
と
松
井
拓
夫

県
議
会
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
、
勝
山

市
が
進
め
る
観
光
戦
略
に
お
け
る
第
２
恐

竜
博
物
館
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　

あ
さ
ひ
公
園
（
旭
毛
屋
町
）
の
遊
具
老

朽
化
に
伴
い
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
遊

具
の
改
築
を
行
い
ま
し
た
。
目
玉
は
恐
竜

の
し
っ
ぽ
部
分
と
な
る
全
長
24
ｍ
の
回
転

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
で
す
。

　

現
在
、
雪
の
た
め
冬
眠
中
で
す
が
春
に

な
っ
た
ら
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

大
型
遊
具
の
横
に
は
幼
児
用
遊
具
も
完

成
し
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
や
山
型
ネ
ッ
ト

を
上
っ
て
、
滑
り
台
を
楽
し
め
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
人
気
の
ト
ン
ト
ン
音
が
で
る

太
鼓
付
き
で
す
。

　

小
さ
い
お
子
さ
ま
は
、
保
護
者
付
き
添

い
の
元
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

建
設
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
７

上：対象年齢
　　　6～ 12歳
左：対象年齢
　　　3～ 6歳

4
月
よ
り

供
用
開
始
！
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　奥さんは、第39回県版画コンクールで最高賞の
福井棟方賞を受賞しました。
　受賞した感想を「現実味がなくて、夢のようだっ
た」と答えてくれました。また、家族からは、「よ
くやった」と言われたそうです。
　この版画を彫ろうとしたきっかけは、昨年の夏
に家族旅行で行ってきた大和ミュージアムです。

玄関を入っ
てすぐに展
示してある戦艦大和の1/10の模
型が忘れられなくて戦艦大和を版画にしてみよう
と心に決めました。
　版画制作で苦労した点は、艦橋の細かな部分を
表現するのが大変だったそうで、家でお父さんが
作った模型を参考にしたりして彫るときは何も見
ないで一心に彫り上げました。
　また、最初は作品の左側の柱と戦艦大和だけの
作品でしたが、先生のアドバイスを受け、人が戦
艦大和を見ている背景を付け足して彫ったので、
戦艦大和のスケール感をうまく表現できました。
　棟方賞を取ったことで、クラスのみんなから褒
められ、「棟方の親方」と呼ばれている奥さん、手
先が器用なことを生かした家具職人になってみた
いと笑顔で語っていました。

出会い・ふれあい
渾身の力作！

奥　 　琉
りゅう
　登

と
 さん（10）

村岡小学校　4年生
＝村岡町郡＝

戦艦大和の1/10の模

楠
木
正
成
墓

　

楠
木
正
成
は
鎌
倉
幕
府
打
倒
に
貢
献
し
、
建

武
の
新
政
を
行
っ
た
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
人

物
で
あ
る
。
し
か
し
離
反
し
た
足
利
尊
氏
と
摂

津
の
湊
川
（
現
在
の
兵
庫
県
）
で
戦
い
敗
れ
た
。

こ
の
墓
は
平
泉
寺
白
山
神
社
境
内
に
建
つ
。
こ

の
墓
の
由
来
に
つ
い
て
、
天
文
６
年
（
１
５
３

７
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
伝
え
る
『
霊
応
山
平

泉
寺
縁
起
』
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
三
宮
拝
殿
の
傍
に
楠
正
成
の
古
墳
有
り
、
…

中
頃
当
山
北
谷
に
一
僧
有
り
名
を
恵
秀
律
師
と

曰
く
、
即
ち
正
成
の
甥
な
り
」。
当
時
平
泉
寺

で
正
成
の
甥
の
恵
秀
が
修
業
に
励
ん
で
い
た
。

以
下
要
約
す
る
と
、
建
武
３
年
（
１
３
３
６
）

５
月
25
日
に
奥
院
の
拝
殿
に
詣
で
、
終
夜
念
仏

を
唱
え
て
い
る
と
午
前
４
時
頃
社
壇
の
前
に
馬

の
蹄
の
音
が
聞
こ
え
た
。
怪
し
み
な
が
ら
見
て

い
る
と
伯
父
の
正
成
が
突
然
馬
に
乗
り
現
れ
、

恵
秀
に
「
天
皇
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
戦
っ
た
が
、

武
運
つ
た
な
く
敗
れ

摂
津
湊
川
で
晒
し
の

目
に
遇
っ
て
い
る
」

と
告
げ
た
。
恵
秀
は

不
思
議
に
思
い
摂
津

に
人
を
遣
わ
し
、
確

か
め
た
と
こ
ろ
間
違

い
な
か
っ
た
た
め
、

碑
を
建
て
弔
っ
た
。

　

墓
に
は
「
楠
木
正

成
墓　

寛
文
八
戊
申
年　

二
月
日
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。『
越
藩
史
略
』
巻
之
五　

光
通
公
の

寛
文
２
年
（
１
６
６
２
）
３
月
に
、「
是
月
平

泉
寺
楠
公
の
墓
の
四
周
に
石
棚
を
造
る
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
墓
は
以
前
よ
り
あ
り
、
恐

ら
く
新
た
に
柵
を
造
成
し
、
そ
の
６
年
後
の
寛

文
８
年
に
墓
も
新
た
に
建
て
た
と
想
像
さ
れ

る
。
最
初
に
こ
の
墓
が
建
て
ら
れ
た
時
期
は
不

明
な
が
ら
、
標
柱
に
は
延
元
年
間
（
１
３
３
６

〜
４
０
）
建
立
と
記
す
。
少
し
後
の
資
料
に
な

る
が
、
貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）
の
「
越
前
国

絵
図
」
に
、
楠
正
成
石
塔
と
し
て
奥
院
に
到
る

道
路
脇
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）、
白
山
神
社
境
内

で
「
大
楠
公
六
百
年
大
祭
」
が
催
さ
れ
た
。
期

間
は
５
月
19
日
か
ら
３
日
間
で
、
そ
の
趣
意
書

に
は
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。「
非
常
日
本
の
現
状
に
際
し
世
に
隠
れ
た

る
同
公
墓
の
前
に
お
い
て
、
…
君
臣
の
大
義
を

明
に
し
忠
孝
の
大
道
に
徹
せ
し
む
可
く
…
」。

期
間
中
行
わ
れ
た
講
演
会
に
は
、
平
泉
澄
の
指

導
教
官
で
あ
っ
た
黒
坂
勝
美
が
招
か
れ
た
。
挨

拶
は
元
福
井
藩
主
松
平
慶
永
の
３
男
慶
民
、
当

時
宮
内
省
式
部
長
官
が
行
っ
た
。

　

今
回
で
石
碑
探
訪
は
最
終
と
な
り
ま
す
。
４

月
か
ら
は
各
地
区
の
成
り
立
ち
や
歴
史
遺
産
に

つ
い
て
の
コ
ラ
ム
を
始
め
ま
す
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

石
碑探

訪

石
碑探

訪46
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春
は
進
学
、
就
職
、
転
居
な
ど
環

境
の
変
化
が
多
い
季
節
で
す
。
急
激

な
環
境
の
変
化
は
想
像
以
上
に
ス
ト

レ
ス
が
か
か
り
、
心
や
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠

を
と
る
こ
と
で
心
身
の
疲
れ
を
回
復

し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
図
れ
ま
す
。

今
一
度
、
自
分
の
睡
眠
習
慣
を
振
り

返
り
ま
し
ょ
う
。

体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
と
睡
眠

　

体
内
時
計
は
25
時
間
周
期
で
刻
ま

れ
て
お
り
、
朝
食
や
朝
日
な
ど
の
刺

激
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
生
活
の

乱
れ
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
体
内
時
計

が
狂
う
と
、
睡
眠
に
も
影
響
が
出
ま

す
。
休
日
に
寝
だ
め
で
回
復
し
よ
う

と
し
た
ら
、
む
し
ろ
体
調
が
悪
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
体

内
時
計
の
乱
れ
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

よ
く
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

　

睡
眠
量
を
十
分
取
れ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
良
眠
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

同
じ
睡
眠
時
間
で
も
睡
眠
の
質
を
上

げ
る
こ
と
で
、
脳
と
身
体
の
回
復
効

果
が
違
い
ま
す
。
睡
眠
の
質
や
量
に

何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
と
、
次
の
よ

う
な
症
状
が
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

○ 

寝
つ
き
が
悪
い
、熟
睡
感
が
な
い
、

途
中
で
目
が
覚
め
る
、
日
中
も
眠

い
、
朝
起
き
ら
れ
な
い
、
寝
言
や

い
び
き
が
大
き
い
、
眠
れ
ず
気
分

も
憂
鬱

理
想
的
な
睡
眠
を

　

睡
眠
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、次
の
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

• 

昼
寝
は
30
分
以
内
、
遅
く
と
も
午

後
３
時
前
に

• 

毎
朝
同
じ
時
間
に
起
き
る

• 

照
明
は
「
起
き
た
ら
明
る
く
、
寝

る
と
き
は
暗
く
」

• 

自
然
に
眠
く
な
っ
て
か
ら
、
寝
床

に
つ
く

• 

寝
酒
を
避
け
る

相
談
窓
口
の
ご
利
用
を

　

睡
眠
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
も
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
市
で
は
、
月
に

１
回
、
専
門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
：
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第３条 　しっかり睡眠、ゆっくり休養、減らそうストレス第12回

件数内訳 平成29年２月末 前年比

総件数 ９５件 ＋１５件

人身事故
（うち高齢者）

３件
（２）

－１件
（+２）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

０人
（０）

傷　者 ４人 ０人

物損事故 ９２件 +１６件

３月の納税

１月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ２月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,514人 9 －21 －12 12 －14 －2 11,500人 －14人
女 12,592人 6 －22 －16 5 －16 －11 12,565人 －27人
合　計 24,106人 15 －43 －28 17 －30 －13 24,065人 －41人
世帯数 8,012世帯 8,011世帯 －1世帯

人口の動き

３月の納税はありません。

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
　２月の湯ったりの日
は、「篠笛演奏」でした。
賑やかな音で、口ずさ
める曲の披露で楽しく
観賞できました。篠笛
体験では、「音を出す
のが難しい。」「演奏できるのがすごい。」と感想
がありました。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

3月19日㈰は「湯ったりの日」
　午前11時～　「芳野亭笑翁さんによる落語」

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

4月12日㈬　※春休み期間中は開館

「恐竜の脳を科学する」3月19日㈰
博物館セミナー

「親子で恐竜のたまごを
つくろう！」

3月26日㈰
恐竜ふれあい教室

「親子で化石のレプリカを
つくろう！」

4月9日㈰
恐竜ふれあい教室

「なぞの恐竜を研究しよう」4月16日㈰
博物館自然教室

休館日
※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください


